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Freiberg病に対する距骨
滑車非荷重面からの自家
骨軟骨柱移植術

Title：Osteochondral autograft 
transplantation for Freiberg disease 
from the non-weight-bearing talar dome 
surface.
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【目的】Freiberg病に対する自家骨軟骨柱移植術
（OAT）は，良好な臨床成績が報告され，難治症例に
対する手術療法としての有効な認知が進んでいる．
我々は 2018年からこの術式を施行しているが，グラ
フト採取を同側膝関節（大腿骨顆部）から行う一般
的手技ではなく，同側足関節（距骨滑車非荷重面）か
ら採取する独自手技を採用している．本発表ではそ
の手術手技を紹介し，自験例の短期臨床経過ととも
に報告する．
【方法】罹患中足骨頭の軟骨病変サイズを確認後
に，同側足関節前方部を前脛骨筋の外側から進入し，
前方関節包を縦切開して展開する．グラフトは，距
骨滑車関節面の最前縁部（中央よりやや内側寄り）か
ら，病変サイズに適合する骨軟骨柱（一般的には直
径 6 mm×高さ 10 mm程度）を，専用キット（Small 

joint OATS®，Arthrex®，Naples, Florida, USA）を用い
て採取する．採取後の骨欠損部には何も充填せず，関
節包と伸筋支帯を修復して閉創する．
【結果】本法による手術後に 3か月以上の経過観察
をし得た自験例は，3症例（全例女性，14〜16才）
で，全例で遅延なく骨癒合が得られ，疼痛や関節可
動域も良好に改善していた．ドナー関節機能も全例
で速やかに回復したが，2例で手術創部の肥厚性瘢痕
形成に対するステロイド外用薬療法が追加された．
【考察・結論】中足骨頭の軟骨厚は 0.3〜1.4 mm程
度であるため，一般的な大腿骨顆部（軟骨厚 3〜
5 mm）からの骨軟骨柱移植では，周辺部との軟骨厚
不適合が生じることとなる．本法でグラフト採取を
行う距骨滑車は，軟骨厚が女性で 1.1 mm，男性で
1.35 mm程度とされ，生理的関節メカニクス復元の
点で優位性が期待される．また，近接部位であるた
めの手術時や術後の疼痛管理の観点でも有利といえ
る．ドナー関節障害リスクは現時点では明らかでは
なく，少なくとも肥厚性瘢痕対策は必要と思われる
ものの，本法は有望な選択肢であると考えられる．
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【目的】BI-RADS USの診断基準に準拠したB-
mode診断に，圧迫を用いず組織弾性を定量値で
表示する shear wave elastography （SWE）の所見
を加味し，乳腺腫瘤の良悪性診断能が向上する
かを検討した．
【対象と方法】乳腺腫瘤 97例（平均 52.5±14.7

歳，女性 96例，男性 1例）を対象とした．超音
波装置は CANON Aplio500 Platinum （リニア型
探触子・中心周波数 10MHz）を用い，B-mode

で最大腫瘤径と depth width ratio （D/W）を計測
しBI-RADS USの診断基準に従いカテゴリー分
類した．SWEは剪断波伝播速度，組織弾性値お
よび弾性値のカラーパターンを評価し，良悪性
の差と診断率を求めた．なお剪断波伝播速度，
組織弾性値は 6回計測した中央値を用いた．
【結果と考察】良性腫瘤は 55例，悪性腫瘤は

42例であった．悪性腫瘤は有意に高齢で，最大
腫瘤径，D/W，剪断波伝搬速度，組織弾性値が
高値であった．また悪性腫瘤の弾性値表示画像
はカラーパターン 3，4が多かった（p＜0.0001）．
多変量解析では，剪断波伝搬速度 ≥ 4.07 m/s（オ
ッズ比 17.1），組織弾性値 ≥ 53.7 kPa（17.1）お
よびカラーパターン≥ 3（19.2）が有用であった．
さらに BI-RADS USカテゴリー 3，4の 76例で
は，陰性的中率はカラーパターン≥ 3（91.7%）
が，陽性的中率は剪断波伝搬速度 ≥ 4.07 m/sま
たは組織弾性値 ≥ 53.7 kPa（61.9%）が最も高値
であり，SWEの追加評価の有用性が示唆され
た．
【結論】BI-RADS USカテゴリー 3と 4の症例
に SWEの所見を加味することで診断能の向上
が得られる可能性が示された．
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